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中国語学習ブームの光と影 

2021 年 12月に開業予定のラオス・中国鉄道に代表されるように、ラオスでは近年、中
国の存在感が急速に拡大してきた。そうしたなか、人びとの間では中国系企業への就職を
目指して、空前の中国語学習ブームがおこっている。中国政府や中国の地方政府の奨学金
を得て、または私費で留学する学生数も増加しており、2018 年には 1 万 4654人ものラオ
ス人が中国各地の高等教育機関に留学した 1。これは国別留学生数では 8 位、東南アジア
諸国ではタイ、インドネシアに次いで 3位となる数値であった 2。
しかし一方で、国民からは街中にあふれる中国語の看板に対する懸念が表明されるなど、

中国の影響力増大への警戒心もみられる。 
本稿では中国語教育に焦点をあて、中国との関係強化がラオス社会にどのような影響を

及ぼしているのか、言語ナショナリズムの観点から考察する。 

拡大する中国語教育 

現在、ラオスでは公立・私立の中華学校、一部の中・高等教育機関、民間の語学学校な
どで中国語教育が実施されている。公立中華学校はチャンパーサック県、サワンナケート
県、首都ヴィエンチャン（以下、ヴィエンチャン）、カムアン県、ルアンパバーン県のいず
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れも都市部にあり、フランス植民地時代に創設された（『环球印象』2017年 12月 15 日）。
国内最大の中華学校であるヴィエンチャンの寮都公学は 1937 年創立で、幼稚園から後期
中等教育課程までの教育が行われている 3。2015 年 9 月時点で生徒数は 2628 人、生徒の
90％以上が中国系を含むラオス人である（Phouxay 2018, 14）。このほか、北部を中心に後
述する私立の中華学校がある。 
 中等教育に関しては、制度上は第一外国語が英語である生徒は複数の選択肢のなかから
第二外国語に中国語を選択できる 4。しかし、現状では全国で教えられているわけではな
く、中国の援助をうけるなどした一部の中等教育機関で中国語の授業が行われている 5。 
 高等教育機関では、2003 年にラオス国立大学文学部に中国語学科が設置された。学生は
全員、中国の広西民族大学に 1 年間留学する。現在、中国語学科は文学部のなかで英語学
科に次ぐ規模であるが（Phouxay 2018, 14）、2021～2022学年度入試の学科別出願者数ラ
ンキングをみると中国語学科を第 1 志望とする志願者数は 1331 人、全学科で 1 位となっ
ており、人気では 5 位（688 人）の英語学科を圧倒している 6。また、ルアンパバーン県
のスパヌウォン国立大学にも、2009年に中国語クラスが開設された（Phouxay 2018, 14）。
教育機関だけでなく政府・国家機関でも中国語教育が広がっている。国境警備や出入国

管理上の必要から 2004 年、ヴィエンチャンの警察学校に 3 年制の中国語プログラムが設
置された（『环球印象』2017年 12 月 15日; Phouxay 2018, 14）。ラオスでは 2004 年頃よ
り中国との間で要人レベルの会合が盛んとなり、貿易や中国からの投資も拡大した。警察
学校での中国語プログラム導入の背景には、中国との経済活動の活発化があったと考えら
れる。 
さらに 2009 年 8 月には、教育省（当時）と国防省から認可を得て、国防大学に 4 年制

の中国語プログラムが開設された。これは、ラオスへの軍事支援や兵器整備などのプロジ
ェクトに必要な人材の育成、中国留学のための中国語教育を目的としたものである 7。国
防大学ではラオス人教員と中国国防部により解放軍外国語学院から派遣された中国人教員
を中心に中国語教育が行われている（『环球印象』2017年 12月 15 日）。2010 年代に入る
と、ラオス人民軍と中国人民解放軍（以下、中国軍）の交流が頻繁にみられるようになり、
中国・ラオス外交関係樹立 50 周年にあたる 2011年には、両軍の友好関係を強化するため
ヴィエンチャンで中国軍の「文化活動週間」が開催された 8（郑 2011）。また、2012年 10
月には国防大学の代表団が北京を訪問した。その際、中国軍の馬暁天副総参謀長（当時）
が、両軍の関係強化のため軍事教育面での交流を希望すると発言しており（Somne 2012）、
中国が軍事面での協力関係構築において、教育部門を重視していることがわかる。 
このほか、2012年にはヴィエンチャンのタートルアン湿地特定経済区に、中国語を教授

言語とする蘇州大学ラオス校が開校された（Phouxay 2018, 14）。小規模なものとしては、
ラオス人民革命青年同盟中央委員会が 2003 年以降、定期的に短期中国語講座を実施して
いるほか、中華学校で大人向けの中国語コースを開設するなどの動きがみられる（『环球印
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象』2017 年 12月 15 日）。 

孔子学院、中国語教育のけん引役 

ラオスの中国語教育機関のなかでも、中心的な役割を果たしているのが孔子学院である。
孔子学院は、世界各国で中国政府が大学等と連携して設立する中国語・中国文化の教育機
関で、2019 年末の時点で世界 162カ国・地域に 550の孔子学院と 1172 の孔子課堂がある
9。しかし、アメリカなど一部の国では、孔子学院は「中国共産党の宣伝機関」であるとの
懸念から、閉校するケースもみられる 10。 
ラオスの孔子学院は、ヴィエンチャンのラオス国立大学とルアンパバーン市のスパヌウ

ォン国立大学にある。ラオス国立大学と中国の広西民族大学が共同で運営するヴィエンチ
ャンの孔子学院は、2010年 3月に設立され、中国語教育に加えて活発な文化交流活動を実
施してきた。中国語教育ではラオス国立大学の学生のほか、社会人や僧侶を対象に中国語
コースが開講されている。2013 年 9月には 27 の中国語クラスが開講され、学生数は 967
人であった（潘 2019）。
孔子学院の学生数は年々増加しており、新校舎が完成した 2019 年 9 月には、入学申込

書を求めて 570 人の定員を超える希望者が殺到し、申込書を入手できなかった 1406 人が
仮登録を行った。中国からの教員派遣を増員することで、最終的に約 1200 人が新規に入
学し、学生総数は約2000人に達した(Lao Youth Radio Station FM90.0 Mhz, 18 September, 
2019)。孔子学院には 30人以上の中国人、ラオス人の教員が在籍しているものの、学生数
の増加に教員の増員が追い付いておらず、中国からの教員派遣の増員とラオス人教員の育
成が課題となっている（潘 2019）。ヴィエンチャンの孔子学院は中国留学に必要な中国語
検定試験（HSK）と中国語会話検定試験（HSKK）のラオス初の指定試験会場にもなって
おり、以前は受験のために国外に行く必要があった検定試験が、国内で受験できるように
なった 11。 
このほか、孔子学院ではラオス政府の重要部署を対象とした中国語講座も行われており、

2015年 3月からは首相府と経済特区管理委員会の幹部を対象に 24カ月の中国語特別コー
スが実施された。文化交流活動では、中国絵画や太極拳、カンフー、書道など多様な文化
体験イベントが定期的に開催され、人気を博している（潘 2019）。

2018 年に設立されたスパヌウォン国立大学の孔子学院は、昆明理工大学との共同運営で
12、2019年に初めて 3カ月の短期中国語コースを開講した。ラオスでもっとも有名な観光
地であるルアンパバーン市に位置し、ツーリズムに力を入れている同大学では中国人観光
客の増加に伴い中国語教育が重視されており、今後中国語の学士プログラムも開設予定で
ある（Maysuli 2019）。 
このように、孔子学院はラオスにおける中国語教育拡大のけん引役として、幅広い活動
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を行ってきた。最新の動きとして、2021～2022 学年度にラオス国立大学が孔子学院に中
国語教師養成課程の学士プログラムを開設するなど 13、中国語教育を担う人材の育成にも
力を入れている。しかしながら、中国政府が資金提供する孔子学院の活動は、中国政府の
政治的思惑と無縁ではない。スパヌウォン国立大学孔子学院の設置目的には一帯一路と中
国・ラオス経済回廊建設への貢献が明記されており 14、ラオスにおける孔子学院の活動は
中国政府の経済・外交政策の文脈にしっかりと埋め込まれるかたちで展開しているのであ
る。 
 
就職に有利な中国語  

 
対中関係の密接化と歩を一にするかたちでラオスにおける中国語教育が拡大するなか、

中国語人気はとくに中国国境に近いラオス北部で顕著なものとなっている。2000年代に入
ると、中国政府は北部の県に中国語学校を設置し、中国政府が派遣した中国人教師が中心
となって中国語が教えられてきた（RFA, 27 September, 2013）。2013 年 9 月 27日の『ラ
ジオ自由アジア』では、ボケオ県の 24 歳の女性が将来、良い職に就くため毎日中国語学
校に通う様子を伝えている。女性の通う学校では 8歳から 28 歳までの 60 人が中国語を学
んでいた（RFA, 27 September, 2013）。 

2021 年 2月 18 日の『ラジオ自由アジア』からは、北部の中国語教育がさらに活発化し
ているのがわかる。ルアンナムター、ウドムサイ、ボケオの 3 県では中国企業の投資が増
えるなかで、中国語の学習が他の言語よりも人気となっていった。ボケオ県では新しい中
国語教育機関が建設中であるほか、私立の中国語学校が 1 校あり、後期中等教育課程の卒
業を控えた 100 人以上の生徒たちが中国留学準備のために学んでいる。ボケオ県では一般
の中等教育機関でも中国語の授業がある 15（Champathong 2021a）。ルアンナムター県で
は私立の中華学校である寮龚華文学校があり 16、前・後期中等教育課程で 159 人の生徒が
在籍しているほか、中国留学から帰国したラオス人教師から中国語を学ぶ後期中等教育課
程の修了者が毎年 200人程度いる 17。県の教育・スポーツ部門の担当者によると、彼／彼
女らの多くは留学か就職のために中国語を学んでいるという（Champathong 2021a）。ウ
ドムサイ県にもラオス・中国友好学校と寮北学校の 2 つの私立中華学校があり、各校の前・
後期中等教育課程ではそれぞれ約 100 人から 200 人の生徒が学ぶ 18。県の教育・スポーツ
局の担当者は、ウドムサイ県には英語学習センターが 10 カ所以上あるが、中国留学や中
国企業への就職のため、ラオス人生徒は中国語学習に関心をもっているとしている
（Champathong 2021a）。 
 このように、中国語人気の背景には就職に有利との根強い考えがあることがわかる。そ
の象徴ともいえるのがラオス・中国鉄道会社の存在であろう。現在、ラオスでは 2021 年
12 月の開業を目指し、中国国境とヴィエンチャンを結ぶ鉄道が建設されている。同社では
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2020 年 2 月末～6 月にかけて、3 組にわけてラオス人職員の募集を行った 19。2020 年 9
月 21 日には孔子学院で第 2 組、第 3 組として採用された約 360 人を対象とする中国語研
修が開講された（KPL, 22 September, 2020）。2021年 3月には新たに 160 人の募集が始ま
った。募集要項をみると中国語能力は必須ではないものの、基礎レベルの中国語能力があ
る場合は特別に考慮するとなっている 20。実際、第 2組、第 3 組の募集の際にベトナムで
鉄道を専攻した応募者が不採用となっており（Saynya 2020）、ラオス人の間では中国語能
力の有無が同社職員への採用を左右するとの認識が共有されている。鉄道会社に限らず、
中国企業の進出が著しいなか、中国語能力は将来良い職をえるための有効な手段との認識
が浸透しており、北部では貧困層の中国語学習も増加しているという（RFA, 19 August, 
2013）。 
 
言語ナショナリズムと中国への警戒心 

 
中国語学習ブームの高まりの陰で、中国の影響力拡大への警戒もみられる。2021 年 2

月 24 日、ヴィエンチャンのファーグム通り沿いの街灯に 21、ラオス・中国の協力のシン
ボルとして、ラオスの国花といえるチャンパーの花と中国結びを模したシンボルが飾られ
た（Lao Update, 24 February 2021）22。その 2 日後、26日付の『ラオパッタナー』紙に
は、「街に外国のシンボルや看板を設置するのは心配すべきことだ」と題する記事が掲載さ
れた。「外国の」としているものの、記事には中国語の看板の写真が添えられており、「外
国」が中国を指していることは明白である。記事では、はじめに「我々ラオスが外国に対
して広く門戸を開放し、直接投資を推進して以来、国家建設は目に見えて活発化した」と
して、ヴィエンチャン＝ヴァンヴィエン高速道路やラオス・中国鉄道などを例に挙げ、そ
れらが国家に新しい文明的な装いをもたらしたと評価した（Lukmueangphuan 2021）。 
しかし、その一方で国家間の友好関係をそこない、ラオス人民革命党（以下、党）の政

治方針を批判して、混乱を生じさせているとの非難を恐れ、人びとが言い出せないことが
あるとする。それは、建設現場などでみられる外国語の看板や、当局の検査を経ずに誤っ
た文字や語彙が使われたラオ語（ラオスの公用語）の看板に対する懸念であるという 23。
そして、なぜ彼らの言語で書かれなければならないのかと問い、それらは国家の独立を脅
かすものであると警告している（Lukmueangphuan 2021）24。 
ラオスでは 1960年代後半から 70年代前半にかけて、映画やラジオ、新聞などをとおし

てタイ語の影響が強まるなか、タイ語風に綴られ、誤ってタイ語の語彙が使用された宣伝
広告に対して、ラオスの政治的独立をそこなうものとする声があがった。中国語看板への
懸念には、ラオスの人びとがタイ語に対して表明したのと同様の言語ナショナリズムがみ
てとれる 25。 
さらに記事の後半では歴史ある建物を外国が現代風の建物に建て替えるのを認めてしま
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っていると非難し、ラオス人は主人公として国家の独立を高めていかなければならない時
がきたと訴える。そして、その際に軸となるのが知識、能力、革命の道徳 26、愛国心を備
え、自立した人材を育成する教育部門であると結んでいる（Lukmueangphuan 2021）。近
年、ヴィエンチャンでは中央郵便局やラオス建国戦線など 27、内戦時代から存在する建物
の建て替えが進められた。最近では、最も有名な市場でありラオス王国時代に建設された
タラート・サオの土地のコンセッションを中国企業が取得し、建物の取り壊しが行われた。
それに対して、Facebook上には取り壊しを惜しむ声や、政府への批判的なコメントもみら
れた（Vientiane Times, 7 September, 2020）。『ラオパッタナー』の記事の内容はそうした
事実を踏まえたものと考えられる。 
ラオスでは、報道機関が党や政府を表立って批判することはない。したがって、中国関

連プロジェクトをネガティブにとらえているとの印象を与える今回の記事は、従来の傾向
と一線を画すものともいえる。しかし一方で、教育による自立した人材の育成を訴えてい
る点は、2021年 1 月に開催された第 11 回ラオス人民革命党全国代表者大会（以下、党大
会）の方針とも一致する。党大会の政治報告では格差是正と貧困削減のため、教育をとお
した国民の自立促進と援助への依存心の解消が強調された（Phak pasaxon pativat lao 
2021）。 
現在、中国との関係なしに国家建設はありえないといえるぐらい二国間関係が親密化す

るなか、中国語学習は国民の自立の一助となる一方で、中国の影響力浸透を助長する側面
があることは否定できない。このような状況下において、この記事には言語ナショナリズ
ムを利用して党の主張を補完し、国家としてのラオスの独立維持に対する国民の意識強化
をうながすねらいが含まれていた、といえるのかもしれない。 

 
ラオスの抱えるジレンマ 

 
本稿でみてきたように、中国との関係深化とともにラオスでは中国語学習ブームが起こ

っている。その一方で、偏在する中国語の看板に対し、ラオスの政治的独立を脅かすもの
との批判がみられた。1960 年代後半、タイ語に対して言語ナショナリズムが高揚したのは
先述のとおりである。加えて、ラオス王国（1953～1975 年）の公用語であった仏語もま
た当時、言語ナショナリズムの標的となっていた 28。公務や高等教育で仏語が重用される
など、独立後も仏語の使用が継続される状況下、真の独立を達成するにはラオ語の地位を
高め、言語面での独立を確立しなければならないとの声が広がっていったのである。 

1975 年の社会主義革命後は、ロシア語を中心に社会主義諸国の言語が学ばれ、ラオスが
ASEAN に加盟した 1997 年頃には、英語が一番人気の外国語となった。しかし、全方位外
交へと転換し、対外開放を進めるなか、ASEAN や国連など国際機関の公用語となり、国際
語として世界的に使用されている英語を独立への脅威とみなすような傾向はほとんどみら
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れない 29。それに対して、目に見えるかたちで政治的・経済的影響力を増している中国の国
家の言語である中国語は、ともすればラオスの政治的独立を脅かすものととらえられ、ラオ
ス人の言語ナショナリズムを刺激している。今後、二国間関係のさらなる強化が予想される
なか、中国の前にいかにして自立性を維持できるのか、中国語学習ブームの裏で高まる言語
ナショナリズムからは、ラオスの抱えるジレンマの一端を読み取ることができる。■ 
 
※この記事の内容および意見は執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式意

見を示すものではありません。 
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（ラオ語） 
 Champathong 2021a. “Nakhian lao sonchay hian phasa chin lay khun［ラオス人学生の

中国語学習への関心が高まっている］.” RFA, 18 February. 
 ―――2021b. “Pay hankha phasa chin thi bat ta saw lao［商店の中国語の看板がラオス

人に不快感を与えている］.” RFA, 1 March. 
 Lukmueangphuan 2021. “Kan tittang pai lae sannyalak tangtang khong tang pathet nai 

tuamueang pen sing thi na penhuang［街に外国のシンボルや看板を設置するというの
は心配すべきことだ］“ Lao Phattana News, 26 February. 

 Maysuli 2019. “Sathaban khongchu phoey phae phasa chin［孔子学院による中国語の
普及］.”RFA, 7 January. 

 Phak pasaxon pativat lao 2021. Ekasan kong pasum nyai phuthaen thuapathet khangthi 
XI phak pasaxon pativat lao 13-15/1/2021［2021 年 1 月 13日～15日、第 11 回ラオス
人民革命党全国人民代表者大会の資料］. 

https://www.rfa.org/lao/daily/politics/lao-students-learn-chinese-02182021182924.html
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/lao-students-learn-chinese-02182021182924.html
https://www.rfa.org/lao/daily/economy/lao-northern-residents-unhappy-with-store-signs-in-chinese-language-03012021212135.html
https://www.rfa.org/lao/daily/economy/lao-northern-residents-unhappy-with-store-signs-in-chinese-language-03012021212135.html
https://www.laophattananews.com/archives/102406?fbclid=IwAR1pXUOFByX1NjSkJwwJgIrmRNxlguz_YK1GeAGgESGgVvA0NCmRPVqxfl4
https://www.laophattananews.com/archives/102406?fbclid=IwAR1pXUOFByX1NjSkJwwJgIrmRNxlguz_YK1GeAGgESGgVvA0NCmRPVqxfl4
https://www.laophattananews.com/archives/102406?fbclid=IwAR1pXUOFByX1NjSkJwwJgIrmRNxlguz_YK1GeAGgESGgVvA0NCmRPVqxfl4
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/learning-chinese-at-souphanouvong-university-laos-01072019093224.html
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/learning-chinese-at-souphanouvong-university-laos-01072019093224.html
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 Sapha haeng sat 2018. Kotmai va duai pai［看板法］. 
 Sathaban khonkhva vithanyasat kan suksa 2015. Baephian suksa phonlamueang san 

matthanyom suksa pithi 6 ［公民教育中等教育課程 6年］. Kasuang suksathikan lae kila. 
 Saynya 2020. “Het viak lotfai lao chin phasa chin tong dai［ラオス・中国鉄道で働くに

は中国語ができなければならない］.” RFA, 9 September. 
 ――― 2021. “Naksuksa lao thuk san tangchai hian phasa chin［ラオス人学生は全学年、

熱心に中国語を学んでいる］.” RFA, 23 August. 
 Somne 2012. “Lao-chin phoem huammu dan thahan［軍事面でのラオス・中国関係の

強化］.“ RFA, 22 October. 
 “Loem tittang sannyalak kan huammu lao chin tam sao fai nyuan thang thanon chao fa 

ngum［ファーグム通りの街灯にラオスと中国の協力のシンボルの設置が開始され
た］.” Lao Update, 24 February, 2021. 

 “Nakhian lao kai saidaen chin hian phasa chin［中国国境付近のラオス人生徒が中国語
を学んでいる］.” RFA, 27 September, 2013. 

 “Nakhian san matthanyom nai spp lao cha dai hap okat nai kan hian phasa kaoli［ラオ
スの中等教育課程の生徒は韓国朝鮮語学習の機会を得る］.” Lao Youth Radio Station 
FM90.0 Mhz, 21 December, 2019. 

 “Pasaxon bo hendi thi cha thup tuk kao talat sao sung phuak khao yak hai haksaa vai 
pen moladok an kao kae khong sat?［国民はタラート・サオの旧館の取り壊しに同意し
ない。彼らは国の古い遺産として保存させたいのか？］” Vientiane Times, 7 September, 
2020. 

 “Phasa chin kang phoey phae yuu phak nua khong lao［標準中国語がラオス北部で普及
している］.” RFA, 19 August, 2013. 

 “Poet bamlung phasa chin phua pen phunthan hai kae kan fuk ophom phak thitsadi 
phak pativat nai viakngan teknik lotfai［鉄道技術業務における理論部門と実習部門の
訓練の基礎となる中国語研修の開講］.” KPL, 22 September, 2020. 

 “Sathaban khong chu cha hap nak suksa phoem khun pen 1200 khon［孔子学院は追加
で 1200 人の学生を受け入れた］ .” Lao Youth Radio Station FM90.0 Mhz, 18 
September, 2019. 

（中国語） 
 韩帅南 2019.「中老友谊学校举办建校 12 周年校庆暨新校区落成典礼」『中国侨网』6

月 19 日. 
 潘金娜 2019. 「老挝国立大学孔子学院教学发展状况调查及对策分析」『科学猫』4 月

25 日. 
 Phouxay, Xayasith 2018. 「老挝汉语教学现状概述」In Proceedings of the First 

https://www.rfa.org/lao/daily/economy/Laotians-disappointed-for-not-being-accepted-for-railway-training-09092020105929.html
https://www.rfa.org/lao/daily/economy/Laotians-disappointed-for-not-being-accepted-for-railway-training-09092020105929.html
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/chinese-language-popular-among-students-laos-08232021140759.html
https://www.rfa.org/lao/news-about-laos/laos-china-strengthen-military-cooperation-10222012155612.html
https://www.rfa.org/lao/news-about-laos/laos-china-strengthen-military-cooperation-10222012155612.html
https://updatelaos.com/archives/13698?fbclid=IwAR2EN0AhwSesqIx4H2bXkE-qPDr24bfb8vmrOJ-GheE1ixrzXr-O6lW3748
https://updatelaos.com/archives/13698?fbclid=IwAR2EN0AhwSesqIx4H2bXkE-qPDr24bfb8vmrOJ-GheE1ixrzXr-O6lW3748
https://updatelaos.com/archives/13698?fbclid=IwAR2EN0AhwSesqIx4H2bXkE-qPDr24bfb8vmrOJ-GheE1ixrzXr-O6lW3748
https://www.rfa.org/lao/daily/culture/lao-people-learn-chinese-09272013124441.html
https://www.rfa.org/lao/daily/culture/lao-people-learn-chinese-09272013124441.html
http://www.laoyouth-radio.com/2019/12/blog-post_21.html
http://www.laoyouth-radio.com/2019/12/blog-post_21.html
https://www.vientianetimeslao.la/123%E0%BA%9B%E0%BA%B0%E0%BA%8A%E0%BA%B2%E0%BA%8A%E0%BA%BB%E0%BA%99%E0%BA%9A%E0%BB%8D%E0%BB%88%E0%BB%80%E0%BA%AB%E0%BA%B1%E0%BA%99%E0%BA%94%E0%BA%B5%E0%BA%97%E0%BA%B5%E0%BB%88%E0%BA%88%E0%BA%B0/
https://www.vientianetimeslao.la/123%E0%BA%9B%E0%BA%B0%E0%BA%8A%E0%BA%B2%E0%BA%8A%E0%BA%BB%E0%BA%99%E0%BA%9A%E0%BB%8D%E0%BB%88%E0%BB%80%E0%BA%AB%E0%BA%B1%E0%BA%99%E0%BA%94%E0%BA%B5%E0%BA%97%E0%BA%B5%E0%BB%88%E0%BA%88%E0%BA%B0/
https://www.vientianetimeslao.la/123%E0%BA%9B%E0%BA%B0%E0%BA%8A%E0%BA%B2%E0%BA%8A%E0%BA%BB%E0%BA%99%E0%BA%9A%E0%BB%8D%E0%BB%88%E0%BB%80%E0%BA%AB%E0%BA%B1%E0%BA%99%E0%BA%94%E0%BA%B5%E0%BA%97%E0%BA%B5%E0%BB%88%E0%BA%88%E0%BA%B0/
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/mandarin-asserting-dominance-in-northern-laos-08192013140407.html
https://www.rfa.org/lao/daily/politics/mandarin-asserting-dominance-in-northern-laos-08192013140407.html
http://kpl.gov.la/detail.aspx?id=54416
http://kpl.gov.la/detail.aspx?id=54416
http://kpl.gov.la/detail.aspx?id=54416
http://www.laoyouth-radio.com/2019/09/1200.html
http://www.laoyouth-radio.com/2019/09/1200.html
http://www.chinaqw.com/hwjy/2019/06-19/225055.shtml
http://www.chinaqw.com/
http://www.scicat.cn/2/ywjxlw/20190425/1807516.html
https://china.uai.ac.id/wp-content/uploads/2019/02/%E8%80%81%E6%8C%9D%E6%B1%89%E8%AF%AD%E6%95%99%E5%AD%A6%E7%8E%B0%E7%8A%B6%E6%A6%82%E8%BF%B0.pdf
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International Seminar and Round Table Meeting “Professional Chinese Teaching in 
Southeast Asia”, 12-15. 

 郑文达 2011.「中国军队将首次赴国外举办文化活动周」『中国军网』12 月 26日. 
 「老挝汉语教学市场现状」『环球印象』2017 年 12月 15 日. 
（英語） 
 Vaenkeo, Souksakhone 2020. “Hundreds of workers to undergo training for railway 

operation.” Vientiane Times, 9 January.  
 “Chinese investment in Laos sparks Chinese-language learning boom.” Radio Free 

Asia, 23 February, 2021. 
 
著者プロフィール 
矢野順子（やのじゅんこ） 一橋大学大学院言語社会研究科博士後期課程修了、博士（学
術）。愛知県立大学外国語学部国際関係学科准教授。ラオスの言語ナショナリズム、国民国
家建設を中心に研究。おもな著作は『国民語が「つくられる」とき――ラオスの言語ナシ
ョナリズムとタイ語』（風響社、2008 年）、『国民語の形成と国家建設――内戦期ラオスの
言語ナショナリズム』（風響社、2013 年）、「社会開発戦略と今後の課題――『負の側面』
の克服と『カイソーン・ポムヴィハーン思想』（山田紀彦編『ラオス人民革命党第 10回大
会と「ビジョン 2030」』アジア経済研究所、2017年）など。
 
 
注 
1「中国教育部」ホームページ。2021 年 6月 6日アクセス。  
2 同上。タイは全体 2位で 2万 8608人、インドネシアは 7 位で 1万 5050 人、日本は 9位
で 1万 4230 人であった。 
3 ラオスの教育制度は初等教育 5 年＋前期中等教育 4 年＋後期中等教育 3年で、初等教育
と前期中等教育が義務教育である。前期中等教育は日本の中学校、後期中等教育は高等学
校に相当する。 
4 現在、ラオスの中等教育機関では通常は英語が第一外国語となっているが、一部、フラ
ンス語など英語以外を第一外国語とする学校がある。 
5  2010 年の前期中等教育新カリキュラム（後期中等教育は 2011 年）では中国語のほか、
日本語、ベトナム語、仏語から第二外国語を選択できるとされているが、2021年 6 月時点
で中国語が学べるのは孔子学院や中国政府の支援を受けた一部の中等教育機関となってい
る。日本語もヴィエンチャンの 4つの中等教育学校で試験的に教育が行われているのみで
（「国際交流基金ホームページ」。2021 年 9 月 15 日アクセス）、現状では大半の生徒は第
二外国語としてフランス語を学んでいるという（ラオス教育科学研究所の A 研究員への
 

https://archive.is/Z0eSw#selection-593.0-593.4
http://www.zcqtz.com/news/114457.html
https://vientianetimes.org.la/freeContent/FreeConten_Hundreds.php?fbclid=IwAR3Jvo9Gsntl7_3POsDuEm8v-I2vu6XXKmJzNorXb_F8LqJAKsS23oAgEf8
https://vientianetimes.org.la/freeContent/FreeConten_Hundreds.php?fbclid=IwAR3Jvo9Gsntl7_3POsDuEm8v-I2vu6XXKmJzNorXb_F8LqJAKsS23oAgEf8
https://www.rfa.org/english/news/laos/chinese-02232021191135.html
https://researchmap.jp/j_yano/?lang=japanese
http://www.fukyo.co.jp/book/b92250.html
http://www.fukyo.co.jp/book/b92250.html
http://www.fukyo.co.jp/book/b108500.html
http://www.fukyo.co.jp/book/b108500.html
https://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Books/Jpn_Books/Josei/028.html
https://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Books/Jpn_Books/Josei/028.html
http://www.moe.gov.cn/jyb_xwfb/gzdt_gzdt/s5987/201904/t20190412_377692.html
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2020/laos.html
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2021 年 6 月 18日の聞き取りによる）。なお、2020年には韓国朝鮮語が新たに選択可能な
第二外国語に追加され、ヴィエンチャンの 3 つの中等教育学校で試験的に教えられている
（Lao Youth Radio Station FM90.0 Mhz , 21 December, 2019）。 
6ラオス国立大学出願用ウェブサイト。2021 年 8月 28 日アクセス。志願者数、順位は 2021
年 8 月 28 日時点の数値。2 位は経済・経営学部経営学科で 864 人。ラオス国立大学のウ
ェブ出願用のサイトでは第 1 志望、第 2 志望の学科別志望者数ランキングが掲載されてい
る。それによると、中国学科を第 2 志望とした志願者数は 967 人。なお、2021～2022 学
年度入試における中国語学科の定員は 240 人（Saynya 2021）。 
7 学生は 2年間ラオスで学んだ後、残りの 2年間は中国の関連機関で学ぶ（『环球印象』2017
年 12 月 15日）。 
8 2011 年 12 月 18 日〜23 日までヴィエンチャンの文化ホールで開催された。主な内容は
文化公演、映画上映、書道・写真展で、中国軍が海外で文化活動週間を実施した最初の事
例であった（郑 2011）。 
9 Chinese International Education Foundationホームページ。2021年 8月 28日アクセス。
孔子課堂は、初等・中等教育機関に設置され、中国語教育・文化交流などを行う施設
（Confucius Institute U.S. Center ホームページ、2021年 9月 15 日アクセス）。 
10 アメリカでは 2005年 3月のメリーランド大学を皮切りに、2018年 12 月までに 100の
大学に孔子学院が設置された。しかし、2014 年 6 月にアメリカ大学教授協会が孔子学院を
中国政府の一機関と批判し、米政界の対中国強硬派からも懸念の声があがったことなどか
ら、2018 年 12月までに 11校が閉鎖を決定した（『朝日新聞』2018年 12 月 17日）。 
11 従来、HSK を受験するにはタイや中国に行く必要があった。2011 年 12 月にヴィエン
チャンの孔子学院で第 1 回目の試験が実施され、73 人が受験した（潘 2019）。2021 年 8
月現在では、孔子学院のほかヴィエンチャンの蘇州大学ラオス校も試験会場となっている。
スパヌウォン国立大学の孔子学院でも今後実施予定とみられる。 
12 スパヌウォン国立大学ホームページ。2021 年 8 月 4 日アクセス。 
13 ラオス国立大学孔子学院の Facebookページで 2021年 8月 24日に募集要項が発表され
ると問い合わせが相次ぎ、8月 25 日付で Q&A が投稿された。そのなかで文学部中国語学
科との併願が可能かとの問い合わせに受験日が異なるため可能との回答がみられる（「ラオ
ス国立大学孔子学院」Facebook ページ（2021 年 8月 28 日掲載）、2021 年 8 月 28日アク
セス）。中国語学科を第 1志望とする受験生が滑り止めで受験することも可能なことから、
一定数の志願者を集めることが予想される。 
14 スパヌウォン国立大学ホームページ、2021 年 8 月 25 日アクセス。 
15 詳細は書かれていないが、公立の中等教育機関で中国から派遣されたボランティア教師
が教えているものと思われる。 
16この学校は 2006年に創設された私立学校で、『ラジオ自由アジア』の記事では「前期中
 

https://nuol.laodevhub.com/?fbclid=IwAR0KzO7klOUalDCspZqyYuhLT1xozzRLre1uD4J2ccIZ3We-GFM1tAb8Zds
https://www.cief.org.cn/qq
https://www.ciuscenter.org/about-confucius-institutes/confucius-classrooms/
https://www.su.edu.la/?page_id=80
https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=1281200635632524&id=538306683255260
https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=1281200635632524&id=538306683255260
https://www.su.edu.la/?page_id=80
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等教育学校」とされていたが、前・後期中等教育課程に加え、幼稚園、初等教育課程があ
る。学校の Facebook ページに掲載された名簿をみると、2020～2021 学年度は後期中等教
育課程の 5 年と 6 年にそれぞれ 15 人、8 人が在籍している。最終学年の 7 年生は在籍者
がいないことから、2019～2020 学年度ごろから後期中等教育課程の教育を開始したと推
測される。2020～2021 学年度の前期中等教育課程（1 年～4 年）の名簿上の人数は 136 人
で、前・後期中等教育課程の総人数は 159 人であった（「寮龚華文学校」Facebook ページ
（2021 年 7 月 16 日掲載）、2021 年 9 月 14 日アクセス）。 
17 中国留学から帰国したラオス人が経営する小規模な中国語学校がルアンナムター県に
は多数あり（Radio Free Asia , February 23, 2021）、そのような学校で学んでいる生徒のこ
とを指していると考えられる。 
18ともに 2006 年に創設され、幼稚園から後期中等教育課程までを教える。ラオス・中国友
好学校の総生徒数は 1100 人以上で 60％がラオス人生徒であるという。2018 年に最新のコ
ンピューター室や図書館、学生寮を備えた広大な新キャンパス（総面積約 7 万 3000 平方
メートル）の建設が開始し、2019 年 6 月に完成した（韩 2019）。
192020 年 1 月の段階では 3 回に分けて募集するとのことであったが（Vaenkeo 2020）、実
際には同年 2 月に第 1 組の募集が発表されたあと、第 2 組と第 3 組の募集は同年 5 月に同時
に発表された（「Laos-China Railway Company Limited」Facebook ページ（2020 年 2 月28 
日掲載）、「Laos-China Railway Company Limited」Facebook ページ（2020 年 5 月 18日掲
載）、ともに 2021 年 9 月 13 日アクセス）。
20 「Laos-China Railway Company Limited」Facebook ページ（2021 年 3 月 5 日掲載）、 
2021 年 8 月 4 日アクセス。
21 ファーグム通りはヴィエンチャン中心部にあるメコン川沿いの通りの名称。
22 チャンパーは学名プルメリア。ラオス国民の象徴と位置づけられており、ラオス国営航
空のシンボルもチャンパーの花をモチーフにしている。「中国結び」は紐を用いた中国の伝
統工芸。
23 2018年の看板法第 16 条で、ラオスで使用される看板はすべてラオ語でなければならず、
国際機関の看板など、二言語の看板の場合はラオ語を上、外国語を下に表記することなど
が定められ、内容に関しては情報・文化・観光部門の検査を受けなければならないとされ
ている（Sapha haeng sat 2018, 4）。
24 中国語看板の乱立は、近年しばしば問題となっており、2021 年 3 月の『ラジオ自由ア
ジア』でも、北部で住民から中国語看板の乱立によりラオスの独立が脅かされるとの懸念
が示されている件を伝えている （Champathong 2021b）。
25 タイ語とラオ語は同じ言語系統に属し、方言ほどの差異しかないとされている。内戦時
代の言語ナショナリズムについては（矢野 2013）に詳しい。
26 「革命の道徳」（クンソムバット・シンタム・パティヴァット）とは、国家の「善良な

https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=3801381806632698&id=889160371188204
https://www.facebook.com/LaosChinaRailway/posts/2807153882702374
https://www.facebook.com/LaosChinaRailway/posts/2988294521254975
https://www.facebook.com/LaosChinaRailway/posts/3787697001314719
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公民」が身に着けるべき資質のひとつとされる。2015 年版中学 6年の『公民教育』教科書
は、「重要な政治資質のひとつ」として、国家や国民に対する犠牲心、勤勉、倹約、誠実さ、
規律と法の尊重、団結と思いやり、などから構成されると説明している（Sathaban khonkva 
vithanyasat kan suksa 2015, 117-119）。 
27 ラオス建国戦線とは、女性同盟、労働連盟などラオスに多数存在する社会団体のすべて
を統括する組織（山田 2018, 187-188）。建て替え前の建物は内戦時代には革命勢力パテー
ト・ラオの前線組織であった「ラオス愛国戦線」のヴィエンチャン本部として使われてい
た。
28 独立前の 1947 年に制定されたラオス王国憲法においてラオ語と仏語が公用語とされた。
ラオス王国は 1949 年のフランス連合内での条件付き独立を経て、1953 年に完全独立を達
成した。
29 もっともラオス王国時代には、英語は経済・軍事支援をつうじて政府に圧倒的な影響力
を及ぼしていたアメリカの言語として、言語ナショナリズムの対象となっていた。

写真 1 ボケオ県の黄金の三角地帯経済特区にある 3カ国語の看板 
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写真 2 首都ヴィエンチャン、ラオス建国戦線本部建て替え工事の建設現場（2015年 9月） 
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